
３
月
25
日
（
木
）
、
狭

山
市
駅
西
口
再
開
発
地
区

愛
称
「
ス
カ
イ
テ
ラ
ス
」

の
ま
ち
び
ら
き
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

再
開
発
地
区
は
、
１
街

区
と
２
街
区
に
分
か
れ
て

お
り
、
今
回
は
、
１
街
区

完
成
の
施
設
、
店
舗
、
道

路
や
駅
舎
の
供
用
開
始
に

伴
い
、
ま
ち
び
ら
き
が
行

わ
れ
た
も
の
で
す
。

は
じ
め
に
、
狭
山
太
鼓

連
に
よ
る
太
鼓
が
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
を
飾
り
、
こ
の
事

業
の
施
工
者
で
あ
る
独
立

行
政
法
人
都
市
再
生
機
構

埼
玉
地
域
支
社
主
催
に
よ

る
竣
工
式
典
が
、
権
利
者
、

県
、
市
の
関
係
者
お
よ
そ

１
０
０
名
が
参
列
す
る
中

行
わ
れ
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
地
元
の
市
立

入
間
川
東
小
学
校
の
児
童

か
ら
の
記
念
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
今
回
の
竣
工
に

あ
た
り
「
狭
山
の
こ
こ
が

好
き
」
「
こ
ん
な
狭
山
に

し
た
い
」
と
い
う
テ
ー
マ

で
募
集
し
た
も
の
で
、
こ

の
日
は
、
そ
の
優
秀
作
品

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
今

後
工
事
の
塀
な
ど
を
利
用

し
て
掲
示
さ
れ
る
予
定
で

す
。
そ
の
後
、
主
催
者
、

市
長
、
権
利
者
な
ど
に
よ

り
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

式
典
終
了
後
、
３
月
26

日
か
ら
利
用
開
始
の
駅
舎

の
東
西
自
由
通
路
の
シ
ャ
ッ

タ
ー
開
場
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
開
場
に
あ
た
り
、

狭
山
市
駅
の
歩
み
が
簡
単

に
紹
介
さ
れ
、
仲
川
狭
山

市
長
、
中
村
市
議
会
議
長
、

西
武
鉄
道
（
株
）
白
山
専

務
が
シ
ャ
ッ
タ
ー
ボ
タ
ン

を
押
し
、
開
場
、
そ
の
後
、

施
設
見
学
が
行
わ
れ
ま
し

た
。ま

た
、
今
回
ス
カ
イ
テ

ラ
ス
に
オ
ー
プ
ン
す
る
公

益
施
設
棟
、
産
業
労
働
セ

ン
タ
ー
で
開
所
式
が
行
わ

れ
、
仲
川
狭
山
市
長
、
中

村
市
議
会
議
長
、
埼
玉
労

働
局
長
な
ど
が
挨
拶
を
し
、

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
の
施
設
は
、

就
労
支
援
、
産
業
情
報
観

光
情
報
の
発
信
基
地
と
し

て
利
用
さ
れ
ま
す
。

午
後
か
ら
は
、
駅
前
広

場
で
、
狭
山
市
主
催
の
ま

ち
び
ら
き
記
念
イ
ベ
ン
ト

「
ス
カ
イ
フ
ェ
ス
タ
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
で

は
、
地
元
の
菅
原
囃
子
連

が
祝
い
獅
子
で
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
を
飾
り
、
創
立
60
周

年
と
狭
山
市
で
１
番
歴
史

の
あ
る
入
間
川
幼
稚
園
の

園
児
達
の
合
唱
、
障
害
者

支
援
施
設
利
用
者
で
構
成

さ
れ
る
大
樹
バ
ン
ド
、
狭

山
警
察
に
よ
る
寸
劇
、
入

間
川
東
小
学
校
マ
ー
チ
ン

グ
バ
ン
ド
の
演
奏
な
ど
が

披
露
さ
れ
ま
し
た
。

途
中
、
中
心
市
街
地
の
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
お
り
ぴ
ぃ
も
飛

び
入
り
参
加
。
そ
の
ほ
か
、

女
子
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム

「
Ａ
Ｓ
エ
ル
フ
ェ
ン
狭
山

Ｆ
Ｃ
」
や
、
狭
山
市
文
化

団
体
連
合
会
に
よ
る
狭
山

の
民
話
を
紹
介
す
る
民
謡

や
劇
、
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
の

発
表
な
ど
も
行
わ
れ
ま
し

た
。ス

テ
ー
ジ
の
ま
わ
り
に

は
15
の
ブ
ー
ス
が
出
店
し
、

そ
れ
ぞ
れ
特
色
あ
る
食
べ

物
や
手
作
り
品
な
ど
を
販

売
し
た
ほ
か
、
農
業
者
に

よ
り
地
域
特
産
の
里
芋
コ

ロ
ッ
ケ
な
ど
も
販
売
さ
れ
、

い
ず
れ
も
長
蛇
の
列
が
で

き
る
ほ
ど
の
人
気
で
し
た
。

商
業
棟
内
の
店
舗
も
一
部

オ
ー
プ
ン
し
、
記
念
販
売

に
も
多
く
の
人
が
集
ま
り

ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
朝
か
ら
あ

い
に
く
の
雨
降
り
と
な
り

ま
し
た
が
、
駅
周
辺
は
大

変
な
賑
わ
い
を
見
せ
、
お

よ
そ
５
０
０
０
人
が
来
場

し
ま
し
た
。

ま
た
３
月
26
日
の
午
前

４
時
30
分
に
は
、
駅
前
の

狭
山
市
駅
上
諏
訪
線
、
霞

野
線
の
信
号
の
点
灯
式
も

行
わ
れ
、
い
ま
ま
で
一
方

通
行
で
あ
っ
た
霞
野
線
も

交
互
通
行
に
変
わ
り
ま
し

た
。

西
武
鉄
道
に
つ
い
て
は
、

終
電
か
ら
始
発
ま
で
の
間

に
改
札
の
移
動
も
行
わ
れ
、

26
日
始
発
か
ら
、
橋
上
駅

舎
の
利
用
も
開
始
さ
れ
、

東
西
自
由
通
路
も
東
口
の

一
部
を
除
き
供
用
が
開
始

さ
れ
ま
し
た
。

３
月
26
日
に
は
、
新
し
い

駅
や
駅
前
施
設
を
一
目
み

よ
う
と
多
く
の
人
が
訪
れ
、

歩
行
者
デ
ッ
キ
を
使
っ
て
、

駅
周
辺
を
回
遊
す
る
姿
が

多
く
み
ら
れ
ま
し
た
。

３
月
28
日
（
日
）
、
東

武
サ
ロ
ン
で
「
不
老
川
を

き
れ
い
に
す
る
会
」
緑
綬

褒
章
受
賞
記
念
祝
賀
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
同
会
が
昨
年

の
11
月
に
社
会
福
祉
分
野

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な

ど
で
顕
著
な
実
績
の
あ
る

方
達
に
贈
る
「
緑
綬
褒
章
」

を
受
賞
し
た
こ
と
か
ら
行

わ
れ
た
も
の
で
す
。

不
老
川
は
東
京
都
瑞
穂

町
を
源
流
に
、
県
内
の
入

間
、
所
沢
、
狭
山
各
市
を

経
て
、
川
越
市
で
新
河
岸

川
に
合
流
す
る
川
で
す
。

昭
和
40
年
頃
、
流
域
の
急

激
な
都
市
化
で
水
質
悪
化

が
進
み
、
１
９
８
３
年
か

ら
３
年
連
続
で
日
本
一
汚

い
川
と
な
り
ま
し
た
。

同
会
は
「
昔
の
よ
う
な
清

流
へ
蘇
ら
せ
た
い
」
と
い

う
思
い
か
ら
市
内
流
域
自

治
会
を
中
心
に
昭
和
60
年

に
発
足
。
河
川
パ
ト
ロ
ー

ル
・
ク
リ
ー
ン
作
戦
、
さ

ら
に
子
ど
も
達
へ
の
環
境

教
育
な
ど
幅
広
い
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

現
在
、
不
老
川
は
清
流
間

近
の
川
に
よ
み
が
え
り
た

く
さ
ん
の
魚
が
泳
ぎ
、
鴨

が
飛
来
す
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
ま

で
の
取
り
組
み
が
評
価
さ

れ
昨
年
の
６
月
に
日
本
河

川
協
会
の
日
本
水
大
賞

市
民
活
動
賞
も
受
賞
し
て

い
ま
す
。

祝
賀
会
は
午
前
11
時
か

ら
始
ま
り
、
県
・
狭
山
市
・

入
間
市
ま
た
不
老
川
の
清

掃
活
動
に
取
り
組
ん
だ
関

係
者
な
ど
90
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

ま
た
同
会
は
、
設
立
25
周

年
の
記
念
誌
「
夢
つ
な
ぐ

不
老
川
」
を
発
行
、
清
流

に
よ
み
が
え
ら
せ
る
ま
で

の
浄
化
活
動
の
歩
み
が
記

録
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
日

は
記
念
誌
を
出
席
者
に
配

布
し
ま
し
た
。

新
井
会
長
は
今
後
に
つ

い
て
「
こ
れ
か
ら
は
不
老

川
が
日
本
一
綺
麗
な
川
に

な
る
よ
う
に
努
力
し
、
ホ

タ
ル
が
飛
び
、
鮎
が
住
む

よ
う
な
川
に
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
」
と
意
気
込
み

を
述
べ
ま
し
た
。

３
月
28
日
（
日
）
、
市

内
入
間
川
に
あ
る
天
満
天

神
社
で
神
社
祭
典
と
合
わ

せ
て
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
催
し
は
、
菅
原
一

丁
目
、
二
丁
目
、
三
丁
目

と
天
満
天
神
社
氏
子
連
の

共
同
で
行
わ
れ
て
い
る
も

の
で
す
。

午
前
11
時
に
は
神
事
が

執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

同
神
社
の
祭
神
は
京
都
北

野
神
社
、
福
岡
県
太
宰
府

天
満
宮
よ
り
学
問
の
神
様

と
言
わ
れ
て
い
る
菅
原
道

真
公
の
分
霊
を
鎮
祭
し
て

い
ま
す
。
地
名
の
菅
原
も

こ
の
こ
ろ
か
ら
つ
い
た
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

同
時
に
境
内
で
は
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
や
各
自
治
会

に
よ
る
模
擬
店
も
並
び
ま

し
た
。

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で

は
22
の
出
店
が
あ
り
、
手

作
り
の
ぬ
い
ぐ
る
み
や
ア

ク
セ
サ
リ
ー
、
衣
類
、
家

庭
用
品
、
日
用
雑
貨
な
ど

多
く
の
も
の
が
販
売
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

そ
の
他
、
手
作
り
の
布
ぞ

う
り
の
販
売
も
あ
り
多
く

の
人
の
目
を
引
い
て
い
ま

し
た
。

各
自
治
会
の
模
擬
店
で

は
、
焼
き
そ
ば
や
フ
ラ
ン

ク
フ
ル
ト
、
イ
カ
焼
き
、

豚
汁
な
ど
が
販
売
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

ま
た
、
菅
原
囃
子
連
に
よ

る
お
囃
子
も
披
露
さ
れ
会

場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。
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狭
山
市
駅
西
口

再
開
発
地
区

「
ス
カ

イ
テ
ラ
ス
」
の
ま

ち
び
ら
き

３
月
13
日
（
土
）
、

狭
山
市
中
央
児
童
館
で

「
星
空
を
見
よ
う
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
毎
月
第
２
、

第
４
土
曜
日
の
午
後
５

時
か
ら
７
時
ま
で
行
わ

れ
て
い
る
も
の
で
、
家

族
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
場
の
提
供
と

天
体
観
測
へ
の
関
心
を

深
め
て
も
ら
う
こ
と
を

目
的
に
始
ま
り
ま
し
た
。

前
半
は
、
プ
ラ
ネ
タ
リ

ウ
ム
室
で
星
空
の
解
説
が

行
わ
れ
、
後
半
は
、
観
望

室
で
天
体
観
望
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

星
空
の
解
説
で
は
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
江
原

稔

さ
ん
が
、
冬
に
観
測
で
き

る
星
や
、
星
座
、
こ
の
日

観
測
す
る
こ
と
の
で
き
る

星
に
つ
い
て
話
し
、
そ
し

て
、
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
を

見
な
が
ら
冬
の
星
座
の
話

が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

後
半
の
天
体
観
望
会
で
は
、

同
館
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

の
設
置
に
携
わ
っ
た
肥
田

野

一
夫
さ
ん
が
、
屈
折

望
遠
鏡
の
標
準
を
合
わ
せ

な
が
ら
子
ど
も
達
と
観
測

を
行
い
ま
し
た
。

子
ど
も
達
は
「
思
っ
た
よ

り
も
き
れ
い
に
見
え
た
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
企
画
の
開
始
時
刻

は
４
月
か
ら
10
月
ま
で
の

間
は
、
午
後
６
時
か
ら
と

な
り
ま
す
。

「
親
子
で
も
楽
し
め
ま
す

の
で
是
非
参
加
し
て
欲
し

い
」
と
職
員
は
話
し
ま
し

た
。

狭
山
市
中
央
児
童
館
で
天
体
観
測

「
星
空
を
見
よ
う
」

「
不
老
川
を
き
れ
い
に
す
る
会
」

緑
綬
褒
章
受
賞
記
念
祝
賀
会
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天
満
天
神
社
で

神
社
祭
典
と
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
開
催


